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当団体は「疲れた小鳥が羽を休めるとまり木のような

スペースを子どもたちのために子どもたちと共に」をミ
ッションに掲げ、千代田区神田三崎町での週 1回のサロ
ン活動を中心に子どもの居場所づくりを行っています。
任意団体として活動を始め、2016 年 10 月に NPO法人の
設立に至りました。東京お茶の水ロータリークラブ様に
は物心両面での温かいご支援をいただき、大変感謝いた
しております。 
はじめに、当団体設立の経緯についてお伝えしたいと

思います。当団体理事長の金杉泰子は、千代田区のスク
ールソーシャルワーカーとして活動する中で、千代田区
という一見経済的に恵まれた地域にあっても、生活困窮
世帯やひとり親家庭、ステップファミリー（両親のどち
らかが義理の関係にある）、外国籍など、子ども自身に
は何の責任もないことで肩身の狭い思いを強いられ、自
分の居場所を見つけにくい子どもがいることに驚きを
隠せませんでした。人間はだれかにありのままの自身の
存在を受け入れてもらう経験によって、人間の良さを知
り、他人に対しても思いやる心を育てていくものですが、
そのような経験ができる場所を意識的に創ることはで
きないだろうか、そんな思いが金杉の中で芽生えました。 
金杉は、上智大学が社会人向けに開いていたカウンセ

リング講座（旧 カウンセリング研究所）に 2010 年入
講し、ここで出会った仲間とは卒講後も心を開いて話し
合える良い関係を続けていました。金杉が同講座でコミ
ュニティー心理学を担当されていた上智大学心理学科
の久田 満教授に子ども支援のために何かできないだろ 
うかと相談を持ち掛けたところ、「無いのなら、自分で
作ればよいのではないか」と背中を押されました。その
後、私を含む数名の同期が金杉の呼びかけに賛同し、活
動に参加することになったのが、団体の始まりです。団
体名は、講座で学んだ「相手を批判・非難せず、ありの
ままを受け入れる」という理念の MLT（マイクロ ラボラ
トリー トレーニング）と、“三崎町・ラボ・とまり木
（Tree）”にちなんでつけたものです。 
その後、千代田区社会福祉協議会にボランティア団体

として登録し、三崎町サロンで食育活動を中心に活動を
始めました。千代田区の児童家庭支援センターにも当団
体の意義をご理解いただき、生活環境が気になる児童を
当団体につないでいただいています。 

MLT こどもプロジェクトの活動を支えているメインス
タッフは大学生です。久田教授にご協力いただき、心理
学科の学生を中心に初期メンバーが集まりました。現在 
は大学のボランティアサークルとしての名称も「MLTこ 

 
どもプロジェクト」とし、学内のボランティア団体説明
会などで部員を集め、様々な学部の生徒が自主的にサー
クル活動に関わっています。主な活動内容としては、三 
崎町サロンで毎週木曜日の 17:15～20:00、学習やレクリ
エーションのあと、調理スタッフによる手作りの晩御飯
をみんなで食卓を囲んでいただきます。帰る前には、次
回のメニューを子ども達にリクエストしてもらいます
が、これも子ども達にとってうれしい体験となっている
ようです。フェイスブックでも活動内容を更新していま
すので、ご覧になってみてください。 
2014 年にスタートした当時は 1 名だった子どもも

徐々に増え、小 4から中 3までの子ども達が、多いとき
は 6名ぐらい利用していました。夏休みにはキャンプや
遠足も企画しています。現代の学生は自主性や創造性に
乏しいと嘆かれる風潮がありますが、MLT の学生たちは
役割分担や企画運営をてきぱきとこなし、心強いかぎり
です。新型コロナウイルスにより三崎町サロンの利用が
できなくなり、2020年 3月よりサロン活動を休止してい
ますが、学生たちはモチベーションを保ちながら再開の
日を心待ちにしています。 
MLT こどもプロジェクトでは、三崎町サロンでの活動

のほか、会員・賛助会員向けのセミナーを年 2回開催し
ています。2019年度は「今さら聞けない SDGｓ」と「見
て見ぬふりする日本人」でした。2020年度についてはオ
ンラインによるセミナーなども検討中です。 
 2019年度は、東京お茶の水ロータリークラブ様からの
ご支援により、下ごしらえの時間が短縮できる調理器具
や、言葉の壁があっても楽しめるゲームなどを購入させ
ていただきました。それに加えて国際ロータリークラブ
様からは食材のご支援をたまわり、福島県の野菜や果物、
海産物などが食卓を彩りました。食育事業である「ボナ
ペ」では、日ごろスーパーなどではお目にかかれないよ
うな珍しい野菜をいただいたり、大人数だから楽しめる
ホットプレート調理などを行い、食べることの喜びや楽
しみを再発見しています。 
 コロナ禍にあって、子どもを取り巻く環境は厳しさを
増していますが、こんな時にこそ「疲れた小鳥が羽を休
める止まり木」の存在が必要です。物理的なディスタン
スをとっても心の距離が離れなければ大丈夫、とお互い
に励ましあいながら再開に向けてアイディアを出し合
っている今日この頃です。 
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